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環境保全配慮 予測結果 評価結果 衆境保全措置 事後調査及び環 境監視

工
事
の
実
施

・資機材運搬 車両等の
運行経路 の往路 、復
路 を別経路 とし、重

要な種の生息 が多数
確認 され た水岳 、カ
タフタ山 、タキ山な
どに近接す るル ー ト
は避 ける。

1

○資材及 び機 械の運搬 に用い る車 両の運行
事業 の計画 検討 に当たって請 じた環境 保全配慮 によ り、資機材

運搬 車両等 の運行ルー トは重要な鳥類 の繁 殖確羅地点 か ら1 k皿以
上 離れてお り、距離減衰 を考慮す る と、資機材運搬 車両等の運行
によ る生息 環境の変化 はな く、重 要な鳥類の生息状 況に変化は な

いもの と予測 され る。

○資材及び機械の運搬に用い る車 両の運行
資機材運搬車両等の運行ル ー トは重要な鳥類 の繁殖確

罷地点か ら 1 l皿以上離れて お り、距離城塞 を考慮す る と、
資機材運搬車両等の運行 が、重 要な鳥類 の生 息状況 に及
ぼす環境影響は回避 され ている。

◎ 国又 は地方公共団体に よる環境保 全の基準又 は 目標 との
整 合性に係 る評価

沖縄県環境基本計画 の中の 「事業別 環境配慮 指針」 と
して 「飛行場の設置又 は変更 の事業」 におい て、 rその
他 、当該事業の実施に 当た り、周辺環境へ の影 響 につ い

て把握 し、環境への影響 を最 小限に とどめるよ う十 分配
慮 する」 と記載 されてお り、これを環境保全 の基準又 は
目標 とす る。
事業 の計画検討に 当た り講 じた環境保全配 慮及び 重要

な種の移動 などの環境保全 措置を講ず るこ と等に よ り、
重要な種 の生息状況 に及 ぼす影響は、最 小限に と どめ る
よ う十分配厚 されてい る と考え られ るこ とか ら、環 境保 ・

1 全の基準又 は 目榛 との整 合は図 られて いる もの と評価 し
た。

○資材及び機械 の運 搬に用 いる車両の運行
事業の計画検 討に当た り請 じた環境保

全 配慮 を予測 の前提 として検討 した結
果 、環境影響 の程度は極めて小 さく、環
境保全措置 を溝 ず る必要はない もの と判
断 した。

○資材及 び機械 の運搬 に用 いる
車両の運行

環境保 全措置 を請 じない こ
とか ら事後調査 の必 要 はない
と判断 した。
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・航空障害 灯の設置工
事 に当たっては人力
作業 を基 本 とす る。

・着陸帯北側 及び北側
進入灯部 分にはボ ッ
クスカル バー トを設
直す る。

○飛行場の存在
●植 生環境 の変化

・飛行場 の存在時 は現況 と比較 して、主 に耕作地 、牧草地 、ニ 次林
で あるオオバ ギーグ ッキ ツ群落 が減少 し、人工 草地及び舗装面 が
増加す る と予測 され る。

・海域 を主 に利 用す る鳥類や、海浜部 を主 に利用す る甲殻類 な どは、
植生変化 による生息環境の変化はない もの と予測 され る。

・山地林 を主 に利 用す る種 につ いて、航空 障害 灯を設置す る水岳 、
カ タフタ山 、タキ山東で は、事業の計画検討 に当た り講 じた環境
保全配 慮 と して、航空障害灯 の設置工事 に当たって は人力 作業を
基本 とし、航 空障害灯 の設置 面積 はわず かであ るこ とか ら、生息
環境 の変化 は極めて小 さい もの と予測 され る。

・洞窟 に生息す る種につ いては、消滅す る洞 窟が あるため、生息環
境 は減 少す る ものの、改 変 されない洞窟 に も同 じ種 が生息 してい
るこ とか ら、個体群は維持 され るものと予測 され る。

・ニ 次林 を主 に利 用す る種 には、事業 実施 区域内の二 次林が人工草
地や 舗装面 に変わ るこ とに よ り、生 息場 所が減少す る こととな る
が、周辺 に二次林 は広 く残 され てお り、いずれ の種 について も減
少 面積 、減 少率は ご く僅 かで あるこ とか ら、植生環 境の変化 によ
る生 息環 境の変化 は極 めて小 さいもの と予測 される。

●移 動阻害

・オオナ キオカ ヤ ドカ リ、 コムラサキオ カヤ ドカ リにつ いては海浜
部のみ で確認 してお り、事業 実施区域 内や 、それ よ り陸側 では確
課 してい ない。

・内陸部 で も確 認されたオ カヤ ドカ リ、 ムラサ キオカヤ ドカ リ、ナ
キオ カヤ ドカ リ、ヤシガニ につ いて は繁殖期 の海浜部へ の移 動の
際 に影響 が生 じる可能性 もあるが、直立 した擁 壁な どの構 造物が
海浜部 に設置 され る ことはな く、海浜部 のモクマオ ウ植 林及び海
浜植生 は現状 のまま残 され 、海岸線近 くまで張 り出 した植生が保
たれ るこ とか ら、空港 を迂 回 して海浜部 へ降 りてい くことは可能
で あると考 え られる。

・着 陸帯北側及 び北側進入灯 部分 には事業 の計画段階 で講 じた環境
保全配 慮 と して、ボ ックスカルバー トを設置す るこ とに よ り海浜
部 への移動経 路 として利 用可能 である ことか ら、移 動阻害 のおそ
れ はほ とん どない もの と考 え られ る。

土地又 は工作物の存在 及び供用 に当たっては、重 要な
種の生息状況に及 ぼす環 境影響は、以 下に示す とお り、
事業者 によ り実行可能 な範囲内でで きる限 り回避 され、
又は低減 されてお り、環 境の保全 につ いての配慮 が適正
にな されている と評価 した。

○飛行場の存在
●植生環境の変化

植生環境の変化 による影響 は、海 域を主 に利用 す る鳥
類、海浜部 を主に利用 す る甲穀類 について はいず れ の種
について も生息環境 の減少面積 、減少 率は ご く僅 かで あ
ること、及び山地林 を主 に利用す る種 につい ては、環境
保全配慮 を諌ずる ことに よ りいずれ の種 につ いて も生 息
環境 の減少面穣、減少率 はご く僅 かで あるこ とか ら、重
要 な種の生息状況に及ぼす環境影響 の程度 は低 減 され て
いる。
洞窟 に生息す る種につ いては、消滅す る洞 窟が あるた

め、生息環境は減少す るものの、改変 の影響 を受 けない
洞窟 にも同 じ種が生息 している ことか ら、個体群維持 に
及 ぼす環境影響の程度 は極 めて′トさく、重 要な種 の生息
状況に及 ぼす環境影響 の程 度は低減 され ている。
二 次林 を主に利用す る種 について は、事業実施 区域内

の二次林 が人工草地や舗 装面に変わ るこ とに よ り、生息
環境が減少 することとなるが、周辺 に二 次林は広 く残 さ
れてお り、いずれ の種 について も減少面積 、減少 率は ご
く僅かであるこ とか ら、植生環境の変化 が生息状 況に及
ぼす環境影 響の程度 は極 めて小 さく、生息状況 に及ぼす
環境影響 の程度 は低減 されてい る。

●移動阻害
直立 した擁壁 な どの構造物 が海浜 部に設置 され るこ と

は なく、海浜部のモクマオ ウ植林及 び海浜植生 は現状 の
まま残 され、海岸線 近 くまで張 り出 した植生 が保 たれ る
こ とか ら、空港を迂回 して海浜 部へ降 りて い くことは可
能 であると考え られる こと、着 陸帯北側及び 北側 進入 灯
部 分には事業の計画段階 で講 じた環 境保全配 慮 として、
ボ ックス カルバー トを設置 し、 これが海浜 部への移 動経
路 として利用可能で あ り、重 要な種の生息状 況に及 ぼす
環境影響 の程度は低減 され ている。

○飛行場の存在
●植生環境の変化

事業の計画検 討に当た り講 じた環境保
全 配慮 を予測 の前提 として検討 した結
果、環境影響 の程度は極 めて小 さく、環

境保全措置 を誇ず る必要はない もの と判
断 した。

●移動阻害
事業 の計画 検討 に当た り講 じた環境保

全 配慮 を予 測 の前 提 と して 検討 した結
果 、環境影響 の程度 は極 めて小 さく、環
境保 全措置 を洋ず る必要 はないものと判
断 した。

○飛行場 の存在
●植生環境 の変化

環境保 全措置 を請 じない こ
とか ら事 後調査 の必 要 はない
と判 断 した。

●移動阻害
○調査項 目

・ボ ックスカルバート内、ボ ックスかレハ中一ト
の上流部及び下流 部のオカげ 別
類及びヤシがこの利用状況

○調査地点

・ボ ックスかレハ○－ト内、ボ ックスかレ／、○－ト
の上 流部及 び下流部

○調査 時期等

・施設の供用後 3 ～ 5 年 程度
・年 1 回程度 （繁殖期）

．0 ホーックスカルハヤート周辺に出現す る個体及びボックスカルハ◆－トに出入 りす
る個 体の 目視観察 によ り利 用
状況 を記録


